
















はじめに 

札幌市では昭和 56 年 4 月から神経芽細胞腫マス・スクリーニングを開始し,昭和 58 年 12

月末までに36,667例のスクリーニングを行い,5例の神経芽細胞腫患児を発見し,治療を行

った。札幌市におけるスクリーニングのシステム及び方法等については,昭和 57年度の研

究報告書で報告している。 

そこで今回は,昭和 58 年 12 月までのスクリーニング結果について述べるとともに，スクリ

ーニングから精密検査,さらにその後の経過観察までの高速液体クロマトグラフィー

(HPLC)による VMA,HVA 値測定の有効性について報告する。 

なお全てのスクリーニングを自動化された HPLC 法により行うため,電気化学検出器を組合

せた HPLC 法についても検討を加えた。 


